【新潟市租税教育推進協議会長賞】
見えない優しさに守られて
　　　　 

新潟市立坂井輪中学校　
　　３年　山田　みちる　
　二年前、私は夏休み中に救急車に運ばれた。母が一一九番通報をしたわずか数分後、我が家に救急車がかけつけ、救急隊員による素早く安全な処置により、私は無事に病院へ搬送してもらえた。あの時私は「救急隊員の方には感謝してもしきれない」と目の前のことにしか目を向けていなかった。
　しかし先日、社会の授業で税金について学んだ。そこで税金は、教育や子育てへの支援、道路や橋などの建設や整備、さらには、ゴミ収集や下上水道の整備まで、様々なところで私たちの暮らしを支えてくれていることを知った。今まで税とは何か、税金は何のためにあるのかがよく分からず、税金を〃取られるお金〃だと考えていた私は、それを知った時、「税金は〃取られるお金〃ではなく、私たちの生活を縁の下から支えてくれる、〃暮らしの土台〃みたいなものなんだな」と深く関心した。
　さらに、税金はこれらの他に、医療にも使用されていると知った。そこで、私は以前、救急車にお世話になったことを思い出し、税金と医療の関係について調べてみることにした。調べてみたところ、救急車の維持費、ガソリン代、救急隊員の人件費などはすべて税金でまかなわれており、もし税金が無くなって全額自己負担になった場合、一回約四万五千円もの料金を払わなければならないことが分かった。このことから、税金が無くなることは、救えたはずの命を救えなくなる事態が頻繁に起こり、医療のみに関わらず、警察や消防、道路の維持なども行われなくなって、今の安全な暮らしの崩壊に繋がるということだと考えられる。振り返ってみれば、学校や家にいる時、「ピーポー、ピーポー」という救急車のサイレンが鳴り響いていることは珍しくない。迷った時にためらわず助けを呼べる。そんな環境が身近にあるのは、税金のおかげなんだとより一層税金への関心と理解が深まった。まるで、見えない優しさに守られているような気持ちでいっぱいになった。
　これまで私は、救急車が無料で走るのが当たり前だと思っていた。しかし、その裏では多くの人々が納めた税金が使われており、私たちの命が支えられていることが分かった。税金は、私たちに安心と幸せを与えてくれる。同時に、〃社会の会費〃でもある。だからこそ、必要な時だけ使用するという適正な利用方法を心がけなければならない。私は、二年前の経験を決して忘れずに、将来さらに税について新しい知識を身につけ、税金をしっかりと納めることで、誰もが安心して暮らせる今の日本、社会を守り、よりよい未来へ繋げる社会の一員になりたい。
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